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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

〈URL〉https://www.mita-is.ed.jp
　　　　明治35年（1902）、芝公園の一角に戸板裁
縫学校が開校。三田高等女学校、戸板高等女学校
を経て、昭和22年（1947）、学制改革により戸板中
学校・戸板女子高等学校に改組。平成 5年（1993）
に港区芝より、現在の世田谷区用賀に移転しまし
た。同27年（2015）戸板中学校・戸板女子高等学
校から三田国際学園中学校・高等学校に校名変更、
共学化。令和 7年（2025）三田国際科学学園中学校・
高等学校に校名変更。

〈貢献〉とは、三田国際科学学園の学びの姿勢
です。授業を聞き、ノートに書き写して覚え、先
生が求めているであろう予定調和的な答えにたど
り着くことだけでは〈貢献〉ではありません。自
分自身で考え、自分の意見を表明することこそ、
クラス全体の学びに貢献できるという考え方です。
〈貢献〉によって醸成される学園の文化は、豊か
な水をたたえる大地のように、生徒のあふれるエ
ネルギーを受け止め、世界へと羽ばたいていくた
めの力をぐんぐん伸ばしていきます。

三田国際科学学園教育は、なぜから始まる
「THINK＆ACT」、多様性を受け入れ学ぶ環境
「INTERNATIONAL」、誰もが身に備える習慣の
「SCIENCE」。この 3つのキーワードで展開され
る世界標準の教育で、発想力を磨き社会で活躍し
うる人材を育成し続けます。
■インターナショナルサイエンスクラス（ISC）
クラスには一般生と帰国生をともに受け入れ、

副担任を務めるInternational TeacherはHRや
行事にも関わります。日本語と英語が飛び交う、
多様性に富んだ環境です。基礎ゼミナールでは、
興味・関心に基づいて探究活動を行います。一人
ひとりが自由な発想を楽しみながら、創造性をい
かんなく発揮できるプログラムです。理数分野へ
の意欲が旺盛な生徒は、 2年次より始まるMSTC
に在籍できる可能性もあります。高校 2年次から
は希望の進路に合わせた選択・自由科目を取り入
れ、国内外の文系・理系の受験に対応しています。
■メディカルサイエンステクノロジークラス（MSTC）
中学 ２年次から始まるMSTCは、MST入試で
入学した生徒とISCの中から選抜された生徒で構
成されます。文理の枠を超えてサイエンスの基礎
を学んだあとに専門性を深めることで、創造的な
発想の素地が培われます。基礎研究αでは研究
テーマを設定し、多面的に専門的知識を深め、高
校の基礎研究βへと発展的につなげていきます。
高校では、理系学部への進学を想定して国内・海
外どちらの受験にも対応しています。
■インターナショナルクラス（IC）　帰国生が多
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数を占めるクラスで、HRはInternational Teacher
が英語で進行し、日本人教員もペアでサポートしま
す。帰国生はAcademyグループに所属し英語・
数学・理科・社会の授業を All Englishで受けます。
国際的な環境で、英語力をさらに高めていくこと
ができます。英語を初歩から学ぶImmersionグ
ループも英語・数学・理科・社会は、段階的にAll 
Englishに移行し、英語で思考し表現する力を身
につけます。中学 3年次にターム留学または長期
留学に参加することができ、英語力の伸長だけで
なく、視野を広げ、グローバルマインドを身につけ
ます。高校では今までのDDP（Dual Diploma 
Program）に加え、AP（Advanced Placement）

が始まるため、希望の進路に合わせたカリキュラム
を選択して学べます。

行事は、体育祭、学園祭、音楽会などがありま
す。中学 １年、高校 １年の ４ 月にオリエンテー
ション合宿が行われ、コーチングやプレゼンテー
ションを通して自分の将来の夢や目標を明確にし、
新たな学校生活をスタートさせます。
クラブ活動は、サッカー、ラグビー、テニス、
バスケット、バレー、新体操、陸上競技などの運
動部と、吹奏楽、サイエンス、English、鉄道研
究などの文化部が活動しています。

学校行事・クラブ活動

■2026年度入試日程
　　　　　
募集人員 出願期間 試験日 発表日手続締切日
１ 回　25/20 1/10〜1/31 2/1 2/1

2/7
２ 回　15/10 1/10〜2/1 2/1午後 2/2
3 回　15/10 1/10〜2/2 2/2午後 2/3
MST　　 30 1/10〜2/3 2/3午後 2/4
4 回　　  5 1/10〜2/4 2/4午後 2/5
帰国生 1回�30 11/10〜11/17 11/21 11/22 11/25
　　　 2回 11/25〜12/4 12/10 12/11 12/13

募集人員： 1・ 2・ 3回はインターナショナルサ
イエンスクラス／インターナショナルクラス。
MSTはメディカルサイエンステクノロジークラ
スのみ（ 1年次はインターナショナルサイエンス
クラスに所属）。 4回はインターナショナルサイ
エンスクラスのみ。帰国生はインターナショナル
サイエンスクラスとインターナショナルクラス。
　　　　　　募集を行っていません
■2026年度選考方法・入試科目
　　　　　
インターナショナルサイエンス： ２・ ４回は ４科  
１ ・ ３ 回は ４科または英語・国語・算数・面接
インターナショナル： 2回は 4科　 1・3 回は 4
科または英語・面接
メディカルサイエンステクノロジー：算数、理科
帰国生：インターナショナルサイエンスは英・国・
算・面接　インターナショナルは英語・面接
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分　理・社＝
各50点計50分　英＝100点60分
※MSTCの算・理は各100点60分、ISCの英語選
択者の国・算は各50点計50分　英語はリスニング

を含む
〈面接〉英語選択者と帰国生は生徒個人、日本語
と英語
■2025年春併設短大への内部進学状況
在学中一定の成績をとった者全員に資格が与えら
れます。
戸板女子短期大学−進学者なし
■指定校推薦枠のある主な大学
東京理科大　立教大　法政大　国際基督教大　成
城大　日本大　駒澤大　立命館アジア太平洋大　
東京都市大　東洋大　昭和薬科大など
■2025年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
224人 166人 0 人 0 人 22人 1 人 35人

■2025年度入試結果
　　　　　ISC／IC　 4 回募集はISCのみ
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
1 回� 25/20 232/168 210/155 68/52 3.1/3.0
2 回� 15/10 285/73 232/63 59/20 3.9/3.2
3 回� 15/10 544/209 309/128 70/20 4.4/6.4
MST� 30 372 227 58 3.9
4 回� 5 623 332 39 8.5
帰国生 1回�

30
137/182 137/180 54/50 2.5/3.6

　　　 2回� 84/102 76/98 13/33 5.8/3.0
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高等学校

中学校
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学校説明会　 要予約
9/13　10/4　11/8　12/6
オープンスクール　9/13 
入試傾向説明会（ ６ 年生）　10/4　11/8 
見学できる行事　要予約

文化祭　10/25 ・ 10/26（保護者のみの入場不可）


